
 

重複する「５」の使用個数に分けて考えてみよう。 

まず、1 つも使わないときは、４、６、７の並び替えだから 

 ４６７ ４７６ ６４７ ６７４ ７４６ ７６４  の６種類 

 これは ３×２×１＝６ で計算できます。 

１つ使われるときは、５〇□、〇５□、〇□５で、〇と□には 

 ４と６、４と７、６と４、６と７、７と４、７と６ が入る 

 ６×３＝１８ 

２つ使わるときは、５５〇、５〇５、〇５５で、〇に４、６、７が入る。 

だから ３×３＝９ 

全部合わせると 

  ６＋１８＋９＝３３ 

                  答え ３３種類  

１つも使われないときと、１つ使われるときを合わせて 

４、５、６、７から３つ選んで並び替えだから 

  ４×３×２＝２４ 

これに２つ使われるときの ９個を加えても答えになります。 

◆問題  

 ４、５、５、６、７の数字が書かれた５枚のカードがあります。この中から３

枚のカードをひいて、順に並べました。全部で何種類の３桁の数字ができるでし

ょうか。  

 


